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長野の林業
フルカラー版

令和４年8月　県道応急対応後の様子令和４年8月　県道応急対応後の様子

令和４年8月　渓間工着手前の様子令和４年8月　渓間工着手前の様子

令和４年8月　災害発生直後の渓流の様子令和４年8月　災害発生直後の渓流の様子

令和６年７月　渓間工完了後の様子令和６年７月　渓間工完了後の様子

　令和４年８月６日、小川村小池裏地区において最大24時間雨量129.0㎜、最大時間雨量
69.0㎜を観測する豪雨災害が発生しました。
　この豪雨により土石流が発生し、土砂が下方の県401号線に流出したため一時通行止めと
なる被害が発生しました。
　渓流内には土砂や倒木が堆積しており次回の降雨等により再度被害を与える恐れがあった
ため、災害発生直後から災害関連緊急治山事業による渓間工（谷止工）を施工し、荒廃渓流の
復旧整備を行いました。
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長
野
県
は
急
峻
な
地
形
や
複
雑
か
つ
脆
弱
な
地
質
構
造
に
あ
り
、
山
地
災
害
が
発

生
し
や
す
い
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。
近
年
の
山
地
災
害
発
生
状
況
を
み
る
と
、
年
に

よ
っ
て
発
生
状
況
に
波
が
あ
る
中
で
令
和
２
年
は
７
月
豪
雨
災
害
、
令
和
３
年
は
８

月
・
９
月
豪
雨
災
害
と
立
て
続
け
に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、

災
害
の
起
き
や
す
い
危
険
箇
所
を
事
前
に
把
握
し
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
対
策
に
繋

げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林
務
部
で
は
、
事
前
防
災
対
策
と
し
て
、
航

空
レ
ー
ザ
測
量
や
人
工
衛
星
の
情
報
な
ど
の
最
新
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
危
険
箇
所

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
月
に
松
本
地
域

で
日
雨
量
80
ミ
リ
を
超
え
る
降

雨
が
あ
り
、
渓
流
か
ら
流
出
し

た
土
砂
に
よ
り
市
道
が
一
時
通

行
止
め
に
な
る
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

林
務
部
と
し
ま
し
て
も
地
域

の
皆
様
に
安
心
し
て
生
活
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
被
災
箇
所

の
早
期
復
旧
に
全
力
で
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
に
ご

協
力
頂
い
て
い
る
地
域
の
皆

様
、
復
旧
工
事
に
ご
尽
力
頂
い

て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

長
野
県
に
お
け
る
近
年
の
山
地
災
害

常念岳の登山口へ続く林道路面が一部崩落する常念岳の登山口へ続く林道路面が一部崩落する
被害を受けました。【安曇野市】　　　　　　　被害を受けました。【安曇野市】　　　　　　　

渓流から下方の市道に土砂が流出し、一時通行止めに渓流から下方の市道に土砂が流出し、一時通行止めに
なりました。【松本市】　　　　　　　　　　　　　　なりました。【松本市】　　　　　　　　　　　　　　

令和６年豪雨災害の状況令和６年豪雨災害の状況
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令
和
４
年
７
月
・
８
月
・
９
月
及
び
台
風
15
号
に
よ
り
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り

１
２
９
箇
所
の
林
道
施
設
が
被
災
し
、
規
模
の
大
き
い
15
箇
所
に
つ
い
て
、
南
信
州
、

長
野
管
内
の
関
係
市
町
村
が
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
復
旧
工
事
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

写
真
は
上
水
内
郡
小
川
村
の
林
道
で
、
路
肩
決
壊
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
令
和
５

年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
、県
内
全
体
で
延
べ
72
件
の
山
地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
県
で
は
、

災
害
発
生
直
後
か
ら
特
に
規
模
が
大
き
く
緊
急
性
が
高
い
４
箇
所
に
つ
い
て
災
害
関

連
緊
急
治
山
事
業
に
よ
り
早
期
の
復
旧
整
備
に
着
手
す
る
な
ど
、
災
害
復
旧
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
長
野
市
勝
負
平
地
区
に
お
い
て
令
和
４
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
山
腹
崩
壊
が

発
生
し
た
箇
所
の
復
旧
状
況
で
す
。

　

今
年
度
も
、
県
内
の
林
道
で
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
災
害
復
旧
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
林
道
を
管
理
す
る
市
町
村
等
で
は
、
自
然

災
害
の
た
め
通
行
止
め
の
措
置
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
行
止
め
の
看
板
等
が

あ
っ
た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の
で
そ
の
先
へ
の
通
行
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
も
、
県
内
各
地
域
の
山
地
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
着
実
に
災
害
復
旧
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
復
旧
の
進
捗
状
況（
林
道
）

災
害
復
旧
の
進
捗
状
況（
治
山
）

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

R5.5　撮影　R5.5　撮影　

R4.7　撮影　R4.7　撮影　

R5.10　撮影　R5.10　撮影　

R5.11　撮影　R5.11　撮影　
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【
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課
】

【
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課
】

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
は
、
古
く
か
ら
木

や
森
と
と
も
に
暮
ら
し
、
林
業
や
伝
統

工
芸
な
ど
を
今
に
受
け
継
ぎ
、
木
や
森

に
関
す
る
学
び
の
機
関
や
試
験
研
究
機

関
等
が
比
較
的
近
距
離
の
位
置
で
集
積

す
る
、
全
国
的
に
も
特
徴
あ
る
「
木
や

森
の
知
の
集
積
地
」
と
言
え
る
地
域
で

す
。

　

こ
の
地
域
の
強
み
を
さ
ら
に
高
度
に

発
揮
す
る
た
め
、
県
で
は
、
関
係
機
関

の
連
携
に
よ
り
、木
や
森
に
関
す
る「
人

材
育
成
」
と
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
」

を
目
指
す
「
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ

ス
ト
バ
レ
ー
」
の
取
組
に
本
年
度
か
ら

着
手
し
ま
し
た
。

「
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

「
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

林業大学校
木曽青峰高等学校
上松技術専門校

林業総合センター

信州大学農学部

INADANI  SEES
上伊那農業高等学校

リニア中央新幹線（予定）

会場の様子（約200人が参加）会場の様子（約200人が参加）

トークセッション参加者 （左から）トークセッション参加者 （左から）
 ・ 信州大学名誉教授　植木達人氏 （ファシリテーター） ・ 信州大学名誉教授　植木達人氏 （ファシリテーター）
 ・ 阿部知事 ・ 阿部知事
 ・  ・ （同）AGEMATSU LIVING Lavoratory 代表社員 小林信彦 氏（同）AGEMATSU LIVING Lavoratory 代表社員 小林信彦 氏
 ・ （株）木曽ツリーワークス 代表取締役 千村格 氏 ・ （株）木曽ツリーワークス 代表取締役 千村格 氏
 ・ （株）やまとわ　森事業部ディレクター 榎本 浩実 氏 ・ （株）やまとわ　森事業部ディレクター 榎本 浩実 氏

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

レ
ー
で
は
、
木
や
森
を
学
び
、
起
業
し

た
い
人
材
が
全
国
か
ら
訪
れ
る
よ
う
な

地
域
を
目
指
す
と
と
も
に
、
か
つ
て
の

木
や
森
と
人
と
の
関
係
性
の
再
生
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
８
月
８
日（
木
）に
は
、
そ

の
推
進
体
制
で
あ
る
「
木
曽
谷
・
伊
那

谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
運
営
協
議
会
」

を
関
係
者
と
と
も
に
立
ち
上
げ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
機
運
の
醸
成
や
認
知
度

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
育
成
・

創
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
着
手

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
木
曽
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
キ
ッ
ク
オ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
阿
部
知
事

か
ら
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

レ
ー
の
紹
介
や
、
地
域
で
様
々
な
活
動

を
行
う
事
業
者
ら
と
と
も
に
、「
フ
ォ

レ
ス
ト
バ
レ
ー
が
描
く
木
や
森
の
学
び

と
起
業
の
未
来
像
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

登
壇
者
か
ら
は
、
こ
の
地
域
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
や
、
こ
の
地
域
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
が
事
業
者
や
暮
ら
し

の
視
点
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

レ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
自

然
豊
か
な
こ
の
地
域
の
強
み
を
活
か
し

た
六
次
産
業
化
を
は
じ
め
、
木
や
森
を

テ
ー
マ
に
し
た
地
域
づ
く
り
と
拠
点
の

形
成
、
文
化
を
形
成
す
る
よ
う
な
息
の

長
い
取
組
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
、
参
加

し
た
約
二
百
人
の
期
待
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切
り
に
、

木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー

の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
、
関
係
機

関
の
連
携
に
よ
り
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
展
開
や
関
連
行
事
の
開
催
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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③
の
焙
乾
と
い
う
工
程
で
薪
が
使
わ

れ
、
時
間
を
か
け
て
繰
り
返
し
焙
乾
の

作
業
を
行
う
こ
と
で
、
堅
く
香
り
高
い

鰹
節
に
仕
上
が
り
ま
す
。

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施
設
で

は
、
伝
統
的
な
焙
乾
方
法
で
あ
る
「
手

火
山
式
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
施
設

中
が
燻
製
の
香
り
で
満
た
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
鰹
節
を
評
価
す
る
上
で
は
、

味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
香
り
」
と

「
形
」
に
加

え
、「
カ
ビ

色
」
と
い
う

の
が
重
要
な

評
価
対
象
に

な
る
と
聞

き
、
驚
き
ま

し
た
。

長
野
県
は

海
の
無
い
県

で
す
が
、
森

林
か
ら
川
を

通
し
て
海
へ

水
が
流
れ
、
森
林
で
生
育
し
た
木
材
が

海
の
恵
み
へ
活
か
さ
れ
て
お
り
、
森
林

と
海
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

①
生
切
り

　
（
鰹
節
と
な
る
サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
る
）

②
煮
熱
・
骨
抜
き

　
（
煮
る
こ
と
で
た
ん
ぱ
く
質
を
固
め
る
）

③
焙
乾

　
（
水
分
を
飛
ば
し
な
が
ら
薪
の
薫
臭
を
付
け
る
）

④
カ
ビ
付
け

　
（
水
分
を
減
ら
し
、
う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ
る
）

　

鰹
節
製
造
に
必
要
な
薪
へ
の

　

こ
だ
わ
り

　

静
岡
県
と
長
野
県
は
隣
県
で
は
あ
り

ま
す
が
、
焼
津
市
と
長
野
市
は
車
で
約

2
7
0
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

だ
け
の
距
離
を
運
ん
だ
と
し
て
も
長
野

県
産
の
薪
を
必
要
と
し
て
い
た
だ
く
理

由
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
同
組
合
で
は
、
使
用
す
る
薪

を
コ
ナ
ラ
に
限
定
し
て
お
り
、
他
の
樹

種
が
混
じ
る
だ
け
で
求
め
る
香
り
と
は

変
わ
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
さ
ら
に

寒
冷
地
で
生
育
し
た
薪
は
堅
く
ゆ
っ
く

り
と
燃
え
る
た
め「
焙
乾（
ば
い
か
ん
）」

と
い
う
鰹
を
燻
す
工
程
に
向
い
て
い
る

そ
う
で
す
。
よ
っ
て
、
鰹
節
製
造
に
使

用
す
る
薪（
コ
ナ
ラ
）は
、
原
魚（
鰹
）の

次
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鰹
節
の
加
工
施
設
を
視
察　

　

感
謝
状

贈
呈
式
と

同
日
、
鰹

節
の
加
工

施
設
を
視

察
さ
せ
て

い
た
だ

き
、
鰹
節

製
造
の
工

程
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
野
県
産
の

薪
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
鰹
節
製
造
の
工
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手
係
】

【
信
州
の
木
活
用
課
担
い
手
係
】

　

鰹
節
製
造
に
使
用
す
る
薪
を
長
野
県

の
林
業
事
業
者
か
ら
調
達
し
て
い
る
焼

津
鰹
節
水
産
加
工
業
協
同
組
合
様（
静

岡
県
焼
津
市
・
以
下
「
同
組
合
」
と
い

い
ま
す
。）か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
り
長
野
県
に
対
し
て
1
0
0
万

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
か
ら
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

毎
年
1
0
0
万
円
、
計
3
0
0
万
円
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
７

月
12
日（
金
）に

知
事
の
代
理
と

し
て
林
務
部
長

が
同
組
合
を
訪

問
し
、
木
製
の

感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

焼
津
鰹
節
水
産
加
工
業
協
同
組
合
様
の

ご
紹
介

○
所
在
地　

静
岡
県
焼
津
市
上
小
杉
9-1

○
設　
　

立　

昭
和
24
年
６
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　
（
発
祥
明
治
17
年
）

○
組
合
員　

63
人

○
業
務
内
容　

生
産
原
料（
薪
等
）の
調
達

　
　
　
　
　
　
・
供
給
・
斡
旋
、原
魚（
鰹
）・

　
　
　
　
　
　

製
品（
鰹
節
類
）の
保
管
、

　
　
　
　
　
　

鰹
節
製
造
の
成
型
削
り
作

　
　
　
　
　
　

業
の
受
託
、
組
合
員
へ
の

　
　
　
　
　
　

共
済
、
指
導　

等

　

寄
附
に
至
っ
た
経
緯　

　

鰹
節
製
造
に
必
要
不
可
欠
な
薪
の
安

定
的
な
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
同

組
合
で
は
、
薪
を
調
達
し
て
い
る
長
野

県
に
お
い
て
、
林
業
の
担
い
手
不
足
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

長
野
県
の
林
業
で
働
く
人
を
応
援
す
る

こ
と
で
、
森
林
の
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
お
互
い

が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
と
な
る
よ

う
、
ひ
い
て
は
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
S
D
G
s
の
う
ち
「
陸
の
豊
か

さ
も
守
ろ
う
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
、
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寄
附
金
の
活
用

　

同
組
合
か
ら
、
寄
附
金
は
林
業
従
事

者
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
林
業
従
事

者
の
振
動
病
特
殊
健
診
受
診
経
費
や
蜂

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
受
診
経
費
、
エ
ピ
ネ

フ
リ
ン
注
射
器
購
入
経
費
及
び
退
職
金

共
済
掛
金
の
助
成
と
い
っ
た
、
現
場
で

働
く
皆
さ
ま
の
就
労
環
境
の
改
善
を
図

る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

海
か
ら
林
業
を
応
援
！

大石組合長から鰹節生産工程に大石組合長から鰹節生産工程に
ついて説明をいただきました　ついて説明をいただきました　

長野県から調達されたコナラの薪を長野県から調達されたコナラの薪を
炉の中で燃やして焙乾を行います　炉の中で燃やして焙乾を行います　

本枯れ節本枯れ節

大石組合長へ須藤林務部長大石組合長へ須藤林務部長
から木製の感謝状贈呈　　から木製の感謝状贈呈　　
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長
野
県
で
は
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
「
山
」
に
感
謝
し
、
山
の
恵

み
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
享
受
し
て
い
く
た
め
、
平
成
26
年
か

ら
７
月
の
第
４
日
曜
日
を
「
信
州 

山
の
日
」
に
制
定
し
、
今
年
度

で
10
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
山
に

親
し
む
・
山
に
学
ぶ
・
山
を
守
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
意
識
の
高

揚
と
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
周
年
記
念
式
典
で
は
、
阿
部
知
事
が
「
信
州 

山
の
日
」
の
制

定
趣
旨
や
、
登
山
安
全
条
例
の
制
定
・
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活

用
し
た
取
組
な
ど
、
制
定
か
ら
現
在
の
取
組
を
紹
介
し
、
県
民
共
通

の
財
産
で
あ
り
、
日
本
・
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
信
州
の
山
を
預
か
っ

て
い
る
と
い
う
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て
い
く
と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
池
田
町
立
会
染
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
・
松
川
村
み

ど
り
の
少
年
団 

計
10
名
と
、
阿
部
知
事
、
長
野
県
公
式
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル
ク
マ
」、大
町
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
」

に
よ
る
「
信
州 

山
の
日
」
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
こ
も
れ
び
対
談
」
で

は
、
信
州
の
山
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
次
の
３
名

の
皆
さ
ん
を
お
呼
び
し

て
、
阿
部
知
事
と
信
州

の
山
の
魅
力
・
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
対
談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
と
溪
谷
社 

雑
誌
「
山
と
溪
谷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
長　

五
十
嵐 

雅
人 

様

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー　
　
　
　
　
　

澤
田 

由
紀
子 

様

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事　

加
々
美 

貴
代 

様

　

対
談
で
は
、
五
十
嵐
様
か
ら
「
信
州
の
山
は
日
本
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
後
も
引
っ
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、
他
県
や
海

外
と
比
較
し
た
信
州
の
山
の
魅
力
や
、
身
近
な
里
山
の
価
値

向
上
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
木
工
体
験
や
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
林

業
機
械
体
験
、
ク
ッ
ブ
体
験
な
ど
計
９
ブ
ー
ス
を
用
意
し
、

信
州 

山
の
日
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
信
州 

山
の
日
」
10
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
！

▲知事あいさつ▲知事あいさつ

▲「信州 山の日」宣言▲「信州 山の日」宣言

▲林業機械体験▲林業機械体験▲木工体験▲木工体験

【
森
林
政
策
課
企
画
係
】

【
森
林
政
策
課
企
画
係
】

▲トークイベント「こもれび対談」▲トークイベント「こもれび対談」

▲クッブ体験をするアルクマ▲クッブ体験をするアルクマ

信
州
信
州  

山
の
日
の
様
子

山
の
日
の
様
子((
映
像
映
像))

はは

以
下
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
！

以
下
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

　

◆
開
催
日　

令
和
６
年
10
月
19
日（
土
）

　

◆
場　

所　

長
野
県
林
業
大
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

◆
主　

催　

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
：
信
州
の
木
活
用
課
）

　

今
年
度
、
長
野
県
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
か
つ
正
確
な
操
作
技
術
を
競
う

競
技
会
「
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
技
術
を
競
う
競
技
会
と
い
え
ば
、
世
界
の
競
技
者
が
集
う

「
世
界
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
Ｗ
Ｌ
Ｃ
）」
や
、
そ
の
出
場
権
を
か
け
て
国
内

で
競
う
「
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
愛
知
県
や
岐
阜
県
等
、
県
単
位
の
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
国
内
各
地
で
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
長
野
県
で
の
初
め
て
の
開
催
で
す
が
、
選
手
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

21
名
も
の
方
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
先
日
、
本
番
の
競
技
会
に
向
け
、
選

手
対
象
の
事
前
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
選

手
か
ら
は
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構
造
や
安
全
な

使
い
方
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
普

段
の
現
場
作
業
か
ら
安
全
で
丁
寧
な
行
動
を
心

掛
け
、
本
番
で
は
高
得
点
を
狙
い
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
挙
げ
ら
れ
、
自
ら
の
技
能
へ
の

気
付
き
と
研
鑽
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
競
技
を
通
じ
て
、
林
業
関
係
者
の

安
全
意
識
の
向
上
や
林
業
就
業
者
間
の
交
流
が

促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林
業
の
魅
力
の
発
信

や
新
規
林
業
就
業
者
の
確
保
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

観
覧
に
事
前
の
申
込
等
は
不
要
で
す
の
で
、

御
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
当
日
の
競
技
会

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

丸太合わせ輪切り競技丸太合わせ輪切り競技
　上向き・下向きに傾けて設置　上向き・下向きに傾けて設置
　した２本の丸太を正確に垂直　した２本の丸太を正確に垂直
　に輪切りにする技術を競う　に輪切りにする技術を競う

伐倒競技(簡易方式)伐倒競技(簡易方式)
　定められた方向に正確に伐倒　定められた方向に正確に伐倒
　する技術を競う　する技術を競う

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　

正
会
員

レ
イ
ン
ボ
ー
薬
品
㈱

㈱
ア
グ
ロ
信
州

サ
ン
ケ
イ
化
学
㈱

住
友
化
学
㈱

大
同
商
事
㈱

保
土
谷
ア
グ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

丸
善
薬
品
産
業
㈱

㈱
ニ
ッ
ソ
ー
グ
リ
ー
ン

日
本
曹
達
㈱

　

賛
助
会
員

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
財
）日
本
森
林
林
業
振
興
会

長
野
支
部

ア
キ
レ
ス
㈱

当協会は、林業薬剤の安全かつ適正な使用方法の普及を図り、
病虫獣害から森林を守ることを目的として活動しております。
○県・市町村等で開催する林業薬剤の講習会への講師の依頼。
○庭の先祖代々の松を守りたい。どんな林業薬剤を使用すればいいの？ など

―林業薬剤に関するご相談はこちらまでー

長野県林業薬剤防除協会
長野市岡田町30-16　長野県森林組合連合会 内
TEL 026-226-2504　FAX 026-226-2225

林業薬剤に関するお悩みは、林業薬剤に関するお悩みは、
長野県林業薬剤防除協会が解決します！長野県林業薬剤防除協会が解決します！
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本部事務所
（製品）

荻原事務所
（原木）

坂下事務所
（原木）

国有林土場等活用
委託販売市売日

特選材市
 ９ 月21日（土）

開設57周年記念市
10月19日（土）

 ９ 月25日（水）

創立69周年記念市
10月22日（火）

開設26周年記念市
 ９ 月26日（木）

10月10日（木）
10月24日（木）

 ９ 月10日（火）

10月 ８ 日（火）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

勝 野　智 明理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1 ☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1 ☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

秋の記念市ご案内

◆原木 開設26周年記念市
《坂下事務所》９月26日（木）
　　　　　　　　　　入札開札１３時  保証金１０万円

◆製品 開設57周年記念市
荷主会結成56周年記念市

《本部事務所》１０月19日（土）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

◆原木 創立69周年記念市
「第40回 日本美林まつり」

《荻原事務所》１０月22日（火）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

９月・１０月の市売りのご案内
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令
和
６
年
度
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
造
林
を
専
門
と
し
て
「
木
を
伐
ら
な
い

林
業
」
を
提
唱
し
、
和
歌
山
県
で
事
業
展
開

す
る
株
式
会
社
中
川
の
中
川
雅
也
氏
を
講
師

に
迎
え
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
時
間
を
増
や
し
た
い
と
い

う
き
っ
か
け
か
ら
株
式
会
社
中
川
を
起
業
し

た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
、「
現
在
の
林
業
の

課
題
と
弊
害
」
と
し
て
森
林
・
林
業
白
書
の

デ
ー
タ
を
交
え
て
論
じ
、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
株
式
会
社
中
川
が
取
組
む
「
ど

ん
ぐ
り
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
山
林
所
有

者
と
株
式
会
社
中
川
と
の
間
で
山
の
維
持
・

管
理
に
つ
い
て
契
約
を
行
い
、
自
社
や
地
元

企
業
等
と
連
携
し
、
ど
ん
ぐ
り
か
ら
生
産
し

た
広
葉
樹
苗
を
山
林
に
植
え
て
い
く
事
業
で

す
。
ど
ん
ぐ
り
が
作
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
苗
の

生
産
や
山
の
維
持
管
理
、
獣
害
対
策
だ
け
で

は
な
く
、
教
育
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
と

い
っ
た
、
林
業
に
直
接
の
関
わ
り
を
持
た
な

い
人
に
も
関
わ
り
を
作
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
の
後
半
で
は
、「
き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
・
給
料
が
安
い
」と
い
う
林
業
の
イ
メ
ー

ジ
に
よ
る
働
き
手
の
減
少
と
い
う
課
題
に
対

す
る
人
事
労
務
管
理
を
テ
ー
マ
に
、
株
式
会

社
中
川
が
取
り
組
む
独
自
の
方
法
が
話
さ
れ

ま
し
た
。「
ど
ん
な
人
で
も
自
分
で
自
分
を

養
え
る
状
況
を
作
る
」と
い
う
目
標
の
も
と
、

造
林
の
業
務
実
態
に
合
わ
せ
た
日
給
制
や
余

裕
を
持
っ
た
６
時
間
の
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
の

導
入
、
会
社
内
で
の
全
従
業
員
の
給
料
の
公

開
や
独
立
時
に
社
内
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
認
め
る
制
度
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
、
参
加
者
は
自
身
が
働
く
場
所
に
置
き
換

え
て
考
え
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
持
続
可
能
な
林
業
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
講
演
を
終
え
ま
し
た
。質
疑
応
答
で
は
、

様
々
な
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
を
思
い
つ

い
た
理
由
や
、
人
材
確
保
の
方
法
、
産
業
用

ド
ロ
ー
ン
の
有
効
活
用
の
方
法
な
ど
質
問
が

相
次
ぎ
、
盛
況
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ
ー
が
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

林
業
で
の
画
期
的
な
事
業
を
生
み
だ
し
、

こ
れ
ま
で
の
林
業
業
界
に
は
無
か
っ
た
視
点

で
の
解
説
が
あ
り
、
今
後
の
業
務
の
参
考
に

な
る
講
演
で
し
た
。

引
き
続
き
長
野
県
造
林
協
会
で
は
、
各

方
面
に
森
林
の
大
切
さ
と
林
業
の
役
割
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
３
日
、
長
野
市
の
長
野
県
林
業
セ

ン
タ
ー
に
て
、
第
21
回
長
野
県
造
林
協
会
通

常
総
会
及
び
令
和
６
年
度
森
林
・
林
業
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
那
須
法
律
事
務
所
の
品
川
尚
子
弁

護
士
を
講
師
に
迎
え
、「
森
林
経
営
管
理
制

度
の
ヒ
ン
ト
と
コ
ツ
〜
森
林
経
営
管
理
法
の

特
例
措
置
か
？
令
和
３
年
改
正
民
法
の
所
有

者
不
明
土
地
管
理
制
度
か
？
〜
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
東
京
都
で
行
わ

れ
た
森
林
整
備
事
業
研
修
会
や
長
野
県
林
業

薬
剤
防
除
協
会
が
主
催
の
「
森
林
病
虫
害
防

除
研
修
会
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
県
選
出
の
国
会
議
員
へ

の
要
請
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。

長野県造林協会とは？
79 の会員（60市町村、15森林組
合、４県域団体）によって構成され、
再造林の推進や森林資源の有効活用、
森林・林業に関する知見を深める活
動のほか、森林整備に関する政策
提言を、上部団体である「日本
造林協会」を通して実施し

ています。



 県森連だより

長野の林業　No.395　2024.9　■ 10 ■

北
ア
ル
プ
ス
地
域
は
県
内
で
も
特
に
広

葉
樹
林
の
割
合
が
高
く
（
民
有
林
の
67
％
）、

そ
の
多
く
が
以
前
は
薪
炭
林
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
二
次
林
で
、
こ
れ
ま
で
は
主
な
販
路

が
パ
ル
プ
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
材
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
経
済
的
に
林
業
経
営
が
成
り
立
た

ず
、
長
年
放
置
さ
れ
、
更
新
が
困
難
な
林
齢

を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
活
用
と
次
世
代
へ

の
更
新
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
広
葉
樹
材
の
価
格
向
上

と
販
路
の
開
拓
に
重
要
と
な
る
森
林
資
源
情

報
の
三
次
元
デ
ー
タ
で
の
把
握
方
法
を
検
討

す
る
と
共
に
、
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
に
広
葉

樹
林
を
維
持
・
更
新
す
る
方
法
を
検
証
す
る

こ
と
で
、
当
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
新
た
な

広
葉
樹
林
業
の
確
立
を
目
指
し
ま
し
た
。

需
要
に
合
わ
せ
た
広
葉
樹
資
源
の
活
用

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
森
林
に
価
値
の
あ

る
立
木
が
ど
の
程
度
賦
存
し
て
い
る
か
事
前

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
Ｌ
ｉ
Ｄ

Ａ
Ｒ
機
能
を
搭
載
し
た
ア
ッ
プ
ル
社
の
ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
活
用
し
、
マ
プ
リ
ィ
社
の
ア
プ

リ
「
ｍ
ａ
ｐ
ｒ
ｙ
林
業
」
を
用
い
て
、
立
木

の
幹
部
分
の
三
次
元
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
手

法
を
採
用
し
ま
し
た
。

対
象
と
す
る
優
良
木
の
周
囲
を
端
末
を

か
ざ
す
こ
と
で
手
軽
に
デ
ー
タ
取
得
が
可
能

で
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
３
Ｄ
木
材
市
場
」
に
掲
載
し
て
需
要
者

側
の
求
め
る
情
報
を
整
理
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
の
よ
う
に
立
木
写
真
が
並
び
、
写
真
上
で

寸
法
を
計
測
し
た
り
三
次
元
デ
ー
タ
を
任
意

の
角
度
で
閲
覧
し
て
木
取
り
を
検
討
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
左
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
参
照
）

３
Ｄ
木
材
市
場(

マ
プ
リ
ィ
社)

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
か
ら

※
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
が
必
要

甦れ！北アルプス地域の里山
～立木の三次元データ化と需給マッチングによる広葉樹林の活用と再生～

第 9回農林中金森林再生基金事業

事
業
の
背
景
と
目
的

①
三
次
元
デ
ー
タ
取
得
に
よ
る

需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
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取
得
し
た
三
次
元
デ
ー
タ
が
需
要
者
側

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
か
要
望

を
伺
う
た
め
、
地
元
の
木
工
作
家
や
家
具
職

人
に
加
え
て
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
や
木
材
流

通
、
林
業
関
係
者
を
参
集
し
、
現
地
で
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
木
口
の
情
報
が
無
い
状
態

で
の
購
入
判
断
は
現
状
で
は
難
し
い
が
、
山

に
木
を
見
に
行
く
動
機
付
け
や
周
囲
の
写
真

や
森
の
履
歴
等
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ

る
こ
と
で
、
木
材
と
し
て
の
付
加
価
値
を
高

め
て
顧
客
へ
の
訴
求
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。ま

た
、
一
定
規
格
以
上
の
ナ
ラ
や
ク
リ

に
つ
い
て
は
、
家
具
用
材
と
し
て
新
た
な
販

路
開
拓
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伐
採
後
に
次
世
代
の
森
林
へ
更
新
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
皆
伐
母
樹
保
残
」

と
い
う
手
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

種
子
を
散
布
す
る
木
（
母
樹
）
の
み
を

一
定
間
隔
で
残
し
、
林
床
の
光
環
境
確
保
の

た
め
そ
の
他
の
木
は
伐
採
す
る
方
法
で
、
地

域
特
性
や
種
子
散
布
方
法
、
木
材
価
値
な
ど

を
ポ
イ
ン
ト
に
コ
ナ
ラ
、
ク
リ
、
サ
ク
ラ
、

ケ
ヤ
キ
等
を
中
心
と
し
て
、
太
い
下
枝
や
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
枝
張
り
な
ど
素
性
の
良
い
木

を
考
慮
し
、
伐
採
の
作
業
効
率
や
保
残
木
へ

の
損
傷
リ
ス
ク
、
災
害
の
リ
ス
ク
を
鑑
み
て

母
樹
や
保
残
度
合
を
検
討
し
、
伐
採
後
の
萌

芽
更
新
と
天
然
下
種
更
新
に
取
り
組
み
ま
し

た
。事

業
実
施
後
は
、
３
〜
11
万
本
／
ha
の

萌
芽
や
稚
樹
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

食
害
や
光
環
境
の
影
響
等
を
考
慮
し
な
が
ら

確
実
な
更
新
が
実
現
で
き
る
よ
う
継
続
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

今
回
得
ら
れ
た
素
材
生
産
費
用
及
び
販

売
収
入
か
ら
判
断
す
る
と
、
収
益
性
か
ら
広

葉
樹
施
業
を
行
う
の
は
非
常
に
困
難
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
年
々
高
ま
る
薪
材
の
需

要
や
家
具
材
と
し
て
の
コ
ナ
ラ
や
ク
リ
、
特

定
利
用
材
と
し
て
の
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
の
高

価
格
販
売
ル
ー
ト
を
新
規
開
拓
し
、
実
際
に

広
葉
樹
材
を
生
産
す
る
こ
と
で
市
場
拡
大
に

繋
げ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
広
葉
樹
板
材
の
需
要
も

見
出
せ
た
こ
と
か
ら
、
北
ア
ル
プ
ス
森
林
組

合
が
所
有
す
る
製
材
所
を
活
か
し
た
事
業
展

開
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
は
、
広
葉
樹
を
メ
イ
ン
に
伐
採
・

搬
出
し
て
そ
の
後
の
更
新
を
促
す
事
例
は
ま

だ
少
な
い
た
め
、
本
事
業
で
得
た
知
見
を
活

か
し
、
広
葉
樹
資
源
の
価
格
の
向
上
と
低
コ

ス
ト
で
高
効
率
に
広
葉
樹
林
を
維
持
・
更
新

し
て
い
く
方
法
を
検
証
し
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
広
葉
樹
林
業
の
確
立
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

②
皆
伐
母
樹
保
残
に
よ
る

資
源
活
用
と
更
新
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

連日の猛暑の中、各木材センター 8月の市売に多くのご出品をいただきありがとうございました。
広葉樹についてはクリやさくら、ナラを中心に出材いただきましたが、材が痛みやすい時期で需要にも一服感があり、良材
であっても冬場のような価格には至りませんでした。
製材用丸太については、カラマツには一定の需要があるものの、スギ・ヒノキともに低調な推移
となっております。また、合板向けも需要低調で厳しい状況が続いています。
11月には各センターで記念市が開催される予定となりますので、これから伐採・または出材を計
画されている方は各木材センターご相談ください。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】
出材には合法認定業者の登録をお願いするとともに出材時にはその都度、合法認定番号及び伐採地と伐採箇所を詳しく記載
した納品書及び伐採届の提出をお願いします。 （安全のため荷下ろし、積込みの際には車止め、またヘルメットの着用をよろ
しくお願いします。）

ちょっと　　になるハナシ　～針葉樹？広葉樹？～

長野県森連

長野県の木材市況


